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特 集 ／ 茨 城 県 議 会 正 ・ 副 議 長 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

未 来 に 誇 れ る 持 続 可 能 な 茨 城 づ く り県 勢 発 展 へ 円 滑 な 議 会 運 営 を 推 進

　

－ 副 議 長 就 任 の 抱 負 を

　
副 議 長 の 職 責 の 重 大 さ を

痛 感 し て い る 。 私 の 役 目 は石 井 議 長 を 補 佐 す る こ と 。県 勢 発 展 の た め 、 執 行 部 との や り と り や 議 会 が 円 滑 に進 む よ う 、 し っ か り と 石 井議 長 を 支 え て い く 。 　

－ 議 長 就 任 の 抱 負 を

　
目 指 し て い る の は 「 未 来

に 誇 れ る 持 続 可 能 な 茨 城づ く り 」 の 実 現 に 向 け 、 県民 の 皆 さ ま と の 絆 を 大 切 にし 、 期 待 に 応 え る 行 動 力 のあ る 県 議 会 。　
未 来 を 見 据 え て 種 を ま

　
ま た 、 地 域 に は 地 域 の 課

題 が あ り 、 そ れ は 地 域 ご とに 異 な る 。 い か に 現 場 の 声を く み と る か が 重 要 だ 。 き 、 後 世 に 『 あ の 時 代 があ っ た か ら こ そ 今 の 繁 栄 があ る

』
と 実 感 し て も ら え る

よ う な 茨 城 県 を 、  「 温 故 知

　
県 民 の 皆 さ ま の 代 弁 者 と

し て の 責 任 と 自 覚 を 持 ち 、決 断 力 を 持 っ て 臨 ん で ま いる 。　

－ 特 に 注 力 し た い こ と は

　
私 の 職 業 は 農 業 で あ り 、

農 業 分 野 に 力 を 入 れ て ま いり た い 。 特 に 最 近 は 鳥 イ ンフ ル エ ン ザ や 豚 熱 、 飼 料 価格 の 高 騰 な ど の 影 響 で 畜 産農 家 が 悲 鳴 を あ げ て い る 。本 県 は 農 業 大 県 で あ り 、 農 新 」 と 「 一 円 融 合 」 の 精 神で 創 っ て い き た い 。　
そ の た め に も 二 元 代 表 制

の も と 、 知 事 は じ め 執 行 部と 緊 張 感 あ る 関 係 を 保 ち つつ 、 互 い に 切 磋 琢 磨 し な がら 、 議 会 が 一 丸 と な り 、 県民 福 祉 の 向 上 と 県 勢 発 展 に向 け て 全 力 を 尽 く し て いく 。　

－ 特 に 注 力 し た い こ と は

　 「 未 来 に 誇 れ る 持 続 可 能

家 の 皆 さ ま が 安 心 し て 働 ける よ う な 環 境 を 整 備 し て いか な け れ ば な ら な い 。　
経 営 的 な 面 で 言 う と 、 近

頃 は せ っ か く 良 い も の をつ く っ て も 、 Ｐ Ｒ し な け れば な か な か 消 費 者 に 届 か ない 時 代 に な っ て き て い る 。も っ と 積 極 的 な Ｐ Ｒ に 力 を入 れ て い く べ き だ ろ う 。　
儲 か る 農 業 の 実 現 に は 、

世 界 第 ２ 位 の 農 産 物 輸 出国 、 オ ラ ン ダ が 参 考 に な な 茨 城 づ く り 」 の 実 現 には 、 均 衡 あ る 県 土 の 発 展 が重 要 に な る 。　
過 疎 地 や 山 間 部 な ど の 条

件 不 利 地 域 が 抱 え る 課 題 に十 分 に 目 を 配 り 、 交 通 イ ンフ ラ の 空 白 地 帯 が で き な いよ う 、 道 路 網 の 整 備 な ど とい っ た 広 域 交 通 ネ ッ ト ワ ーク の 整 備 を 促 進 し 、 県 内 全地 域 の 誰 一 人 も 取 り 残 さ ない 社 会 を 目 指 さ な け れ ば なら な い 。

る 。 オ ラ ン ダ は 決 し て 大 きな 国 で は な い が 、 チ ー ズ など の 加 工 品 が 高 値 で 取 引 され て い る 。 加 工 品 の 販 売 を促 進 す る な ど し て 、 本 県 の持 つ 高 い ポ テ ン シ ャ ル を 引き 出 し て い き た い 。　

－ 建 設 業 界 へ の メ ッ セ ー

ジ を　
か つ て 、 公 共 事 業 費 が 大

き く 削 減 さ れ 、 仕 事 量 が 少な く な り 、 多 く の 建 設 業 者が 廃 業 に 追 い 込 ま れ た こ とが あ っ た 。 そ の 後 、 ２ ０ １１ 年 ３ 月

1 1日 に 東 日 本 大 震

災 が 発 生 し 、 メ ン テ ナ ン スが で き る 業 者 が 足 り な くな っ て い る こ と が そ こ で 初め て 分 か っ た 。　
こ れ は 自 分 で 自 分 の 首 を

絞 め る よ う な も の で 、 国 も震 災 を 機 に 建 設 業 者 を 大 事に 育 て よ う と 発 注 の 平 準 化な ど を 進 め る よ う に な った 。　
土 木 の 仕 事 は 地 域 を 守 る

仕 事 で あ り 、 建 設 業 者 は 、 　
ま た 、 本 県 は 人 口

1 0万 人

あ た り の 医 師 数 が 全 国 平 均を 大 き く 下 回 り 、 地 域 偏 在も 課 題 と な っ て い る 。 ど の地 域 に 住 ん で い て も 安 全 ・安 心 に 暮 ら せ る よ う な 、 医療 体 制 や 緊 急 搬 送 体 制 の 整備 が 必 要 と 考 え る 。　
経 済 対 策 と し て は 、 長 引

く コ ロ ナ 禍 の 影 響 に 加 え 、円 安 や 原 油 価 格 、 食 料 品 価格 な ど の 物 価 高 騰 の 影 響 によ り 、 県 民 生 活 や 事 業 者 の活 動 が 多 大 な 打 撃 を 受 け てい る た め 、 支 援 を 必 要 と して い る 方 々 に し っ か り と 支援 が 届 く よ う 、 ス ピ ー ド 感を 持 っ て 取 り 組 ん で い く 。　

－ 建 設 業 界 へ の メ ッ セ ー

ジ を　
断 続 的 に 発 生 し て い る 鳥

イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 に 対し 、 建 設 業 者 を は じ め 林 業業 者 な ど の 皆 さ ま に は 速 やか に 防 疫 作 業 に 入 り 、 献 身的 に 活 動 し て い た だ い た 。こ の 場 を 借 り て 厚 く 感 謝 申

あ る 意 味 で 「 第 ２ の 自 衛隊 」 だ と 思 う 。　
そ の 役 割 を 果 た す た め に

は 、 次 代 を 担 う 後 継 者 を 育て 、 き ち ん と 会 社 が 存 続 でき る よ う に し な け れ ば な らな い 。　
い ざ と い う 時 に 建 設 業 者

が 活 動 で き る よ う に す る には 、 普 段 か ら 力 を 蓄 え て おく こ と が 大 切 だ 。 ま た 、 小さ い 業 者 が 生 き 残 れ る よう 、 小 さ い 業 者 に も 仕 事 が回 る よ う な 仕 組 み が 必 要 だろ う 。　
も ち ろ ん 、 建 設 業 界 自 身

の 変 革 も 大 切 だ 。 一 般 の 方か ら 見 る と 、 建 設 業 界 は 今で も 旧 ３ Ｋ の イ メ ー ジ が 定着 し て い る の で は な い か と思 う 。　
最 近 は Ｉ Ｔ の 活 用 や ボ ラ

ン テ ィ ア 活 動 な ど で イ メ ージ チ ェ ン ジ に 取 り 組 ん で いる が 、 も っ と ス マ ー ト な 業界 に な り 、 若 者 に 魅 力 あ る産 業 で あ る こ と を Ｐ Ｒ し てい た だ き た い 。 し 上 げ る 。　
災 害 発 生 時 に は イ ン フ ラ

の 復 旧 な ど で 地 域 を し っ かり と 守 っ て い た だ き 、 初 動対 応 で は 自 衛 隊 、 消 防 、 警察 と 肩 を 並 べ る エ ッ セ ンシ ャ ル ワ ー カ ー と し て 大 きな 役 割 を 果 た し て い た だ いて い る 。 イ ン フ ラ 整 備 や 強靭 な 県 土 づ く り に 建 設 業 界の 皆 さ ま の 力 が 必 要 不 可 欠で あ る こ と は 言 う ま で も ない 。　
近 年 、 自 然 災 害 が 激 甚

化 ・ 頻 発 化 し て お り 、 県 民の 生 命 と 財 産 を 守 る た め には 、 計 画 的 に 防 災 ・ 減 災 、強 靭 な 県 土 づ く り を 進 め てい か な け れ ば な ら な い 。　
社 会 資 本 整 備 の 担 い 手 で

あ り 、 防 災 ・ 減 災 、 国 土 強靭 化 を 確 実 に 推 進 す る た めの 重 要 な 役 割 を 担 う 建 設 業界 の 果 た す 役 割 は 、 今 後 、ま す ま す 大 き な も の に な るだ ろ う 。 建 設 業 界 の 皆 さ まに は 、 引 き 続 き 本 県 の 発 展に ご 尽 力 い た だ き た い 。

笠 間 市 造 園 建 設 業 協 同 組 合

㈱ 柿 の 木 坂 造 園

昭 和 造 園 土 木 ㈱

㈱ 田 中 造 園 土 木

㈱ 愛 郷 園

岩 倉 緑 化 産 業 ㈱

㈱ 大 平 造 園 土 木

会 　 長 　 野 　 上 　 満 　 正

副 会 長 　 皆 川 　 正 一
副 会 長 　 川 井 　 顯 一
副 会 長 　 鉾 田 　 樹 一

副 会 長 　 酒 井 　 宗 衛
副 会 長 　 浅 川 　 清 司

茨 城 県 木 材 協 同 組 合 連 合 会

常 陸 大 宮 市 宮 の 郷 2 1 5 3 － 3 8

T E L 　 0 2 9 4 － 3 3 － 5 1 2 1

F A X 　 0 2 9 4 － 3 3 － 5 1 9 1

代 表 理 事 会 長 　 川 野 　 和 彦

茨 城 県 森 林 組 合 連 合 会

〒 3 1 9 － 2 2 0 5 　 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 宮 の 郷 2 1 5 3 － 2 3
T E L 0 2 9 4 － 7 0 － 3 6 2 0 　 F A X 0 2 9 4 － 7 6 － 1 7 6 7

代 表 理 事 組 合 長 　 佐 川 卓 政

常 陸 太 田 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 盛 田 　 守

笠 間 広 域 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 鈴 木 幸 男

高 萩 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 杉 山 　 匡

つ く ば ね 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 角 田 二 雄

常 陸 大 宮 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 石 川 多 聞

城 北 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 駒 橋 秋 男

北 茨 城 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 𠮷 成 俊 光

大 子 町 森 林 組 合 理 事 長 　 石 　 井 　 邦 　 一

副 理 事 長 　 川 　 野 　 和 　 彦

副 理 事 長 　 野 　 上 　 満 　 正

副 理 事 長 　 豊 　 田 　 　 　 稔

副 理 事 長 　 栗 　 田 　 晴 　 二

茨 城 県 森 林 ・ 林 業 協 会公 　 　 益
社 団 法 人

み ど り の 新 時 代 を リ ー ド し ま す

〒 3 1 0- 0 0 1 1

水 戸 市 三 の 丸 1- 3- 2 　 林 業 会 館 内

〇 森 林 ・ 林 業 部

（ 林 業 労 働 力 確 保 支 援 、 市 町 村 森 林 管 理 サ ポ ー ト ）

T E L ： 0 2 9- 2 2 5- 5 9 4 9 　 F A X ： 0 2 9- 2 2 5- 6 8 4 7

〇 緑 化 部 （ 緑 の 募 金 、 森 林 づ く り サ ポ ー ト ）

T E L ： 0 2 9- 3 0 3- 2 8 2 8 　 F A X ： 0 2 9- 2 3 3- 2 3 3 3

〇 治 山 林 道 部

（ 森 林 土 木 事 業 の 調 査 、 測 量 、 設 計 、 コ ン サ ル ）

T E L ： 0 2 9- 2 2 5- 7 2 8 0 　 F A X ： 0 2 9- 2 2 5- 7 5 8 2

一 般 社 団 法 人

茨 城 県 建 設 業 協 会
水 戸 市 大 町 3 丁 目 1 番 2 2 号 　 T E L 0 2 9 － 2 2 1 － 5 1 2 6 ㈹

htt p: / / w w w.i b a k e n. o r.j p

私 た ち は 地 域 の 安 全 ・ 安 心 を 守 る
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第 1 1 6 代 副 議 長 第 1 1 5 代 議 長

プ ロ フ ィ ー ル

１ ９ ５ ９ 年 ５ 月 １ 日 生 ま れ 。

6 3歳 。

笠 間 市 選 挙 区  （ 当 選 ５ 回 ）  。  農 林 水 産 委 員 会 委 員 長 、文 教 警 察 委 員 会 委 員 長 な ど を 歴 任 。 趣 味 は 農 業 。愛 読 書 は 山 本 周 五 郎 の 作 品 。 座 右 の 銘 は 「 今 日 も元 気 に 頑 張 ろ う ！ 」  。 プ ロ フ ィ ー ル

　
１ ９ ６ ５ 年

1 0月

1 2日 生 ま れ 。

5 7歳 。

常 陸 太 田 市 ・ 大 子 町 選 挙 区 （ 当 選 ５ 回 ）  。 農 林 水 産委 員 会 委 員 長 や 議 会 運 営 委 員 会 委 員 長 、 予 算 特 別委 員 会 委 員 長 な ど を 歴 任 。 趣 味 は ス ポ ー ツ 、 ド ライ ブ 、 旅 行 。 座 右 の 銘 は 「 初 心 忘 る べ か ら ず 」  。

　
１ 月

2 0日 に 行 わ れ た 改 選 後 初 の 県 議 会 臨 時 会 で 、 第 １ １ ５ 代 議 長 に 石 井 邦

一 氏 が 、 第 １ １ ６ 代 副 議 長 に 村 上 典 男 氏 が 選 出 さ れ た 。 自 然 災 害 が 激 甚 化 ・頻 発 化 す る 中 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 や 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ へ の 対 応 な どの 課 題 も 多 く 、 大 井 川 県 政 の 目 指 す 「 活 力 が あ り 、 県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 」の 実 現 に は 、 二 元 代 表 制 の 一 翼 を 担 う 県 議 会 の 果 た す べ き 役 割 は 非 常 に 大 きい 。 新 正 副 議 長 に 就 任 し た 両 氏 に 、 抱 負 や 議 会 運 営 方 針 、 建 設 業 へ の 思 い など を 語 っ て も ら っ た 。

副 議 長 就 任 の 抱 負 議 会 運 営 の テ ー マ

均 衡 あ る 県 土 発 展 が 重 要儲 か る 農 業 の 実 現 へ 注 力

建 設 ・ 森 林 林 業 ・ 造 園 事 業 を 通 し て 、 さ ら な る 県 政 発 展 に 貢 献 し ま す
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㈱ 柿 の 木 坂 造 園

笠 間 重 機 土 木

㈱ 久 工

㈲ 郡 司 組

㈲ 小 池 工 務 店

㈱ ゴ ミ タ

㈲ 清 水 工 務 店

昭 和 造 園 土 木 ㈱

㈱ ス ガ ハ ラ

仙 波 建 設 ㈱

㈱ 高 田 工 務 店

㈱ 田 中 造 園 土 木

㈱ タ カ タ

友 常 石 材 ㈱

㈲ 中 島 工 務 店

㈲ 長 谷 川 工 業

㈲ ヒ ラ ヤ マ 建 設

㈱ 福 原 石 材 工 業

㈲ ホ ウ メ イ 工 業

㈲ 山 口 設 備

㈱ 阿 部 建 設

㈱ イ チ ゲ 電 設

㈱ 海 老 重 建 設

大 平 建 設 ㈱

㈱ 大 平 工 務 店

㈱ 大 平 造 園 土 木

㈱ カ ワ イ

㈲ 川 井 造 園 土 木

㈱ 久 栄

㈲ 佐 藤 設 備 工 業

㈲ サ ン  ・  ペ イ パ ー

㈱ ス ガ ヤ 工 務 店

㈲ 鈴 木 緑 化 建 設

須 藤 建 設 ㈱

㈱ セ イ ワ

㈱ 大 信 建 商

日 本 営 繕 工 業 ㈱

㈱ フ カ ツ ー

㈲ モ リ タ 建 設

㈲ 横 手 造 園

芳 野 工 業 ㈱

㈱ 拓 実

川 根 設 備 工 業 ㈱

川 又 土 木

小 松 崎 建 設 ㈱

㈱ 柴 山 土 建

㈱ 嶋 建

㈲ に こ に こ 建 設

㈱ 根 本 金 物 店

ミ シ マ 工 業 ㈱

㈱ 美 野 里 建 設

横 倉 工 務 店 ㈱

和 多 屋 建 設 工 業 ㈱

全 5 7 社


